
 

 

  

３月２３日（日）に笛吹市スコレーセンターにおいて、「笛吹市・市民協働フォーラム、絆・つながろう笛

吹 つなげよう未来（あした）へ!! ２０１４」が開催されました。 

このフォーラムは、笛吹市内で活動するボランティア団体や NPO 法人など、市民活動団体の紹介をし

ながら、市民のみなさんが気軽に地域の伝統芸能や子育て、身近なまちづくりに触れることができる体

験型のイベントとして開催されたものです。 

当日はメインイベントとして、甲斐レジスタンスの公演や子ども琴の演奏、太枡事件の紙芝居をはじめ、

イクメンをテーマにした映画「うさぎドロップ」の上映会、市民協働の視点から、市民の皆さんが取り組ん

でいる活動紹介や、地域の食材を利用した食のブースなどの催しが行われ、大勢の皆さんに楽しみな

がら協働に親しんでいただきました。 

また、東日本大震災による震災孤児支援のための募金も行われ、集まった募金10,403円が、南相馬

市災害対策本部に送られました。 

よっちゃばる通信では、笛吹市内の市民活動や地域づくりにかかわる団体の活動や情報などを紹介します。 
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絆・つながろう笛吹つなげよう未来へ！！ 

 花絵会筝曲教室の子どもたちによる、琴の演奏が披露
されました。こどもたちは、緊張しながらも「うれしいひなま
つり」などの曲を演奏していました。 

 一宮町郷土史会による、「太

枡事件の紙芝居」が披露されま

した。太枡事件とは、220 年前

ほど前の江戸時代に実際に起こ

った百姓一揆のお話です。役人

が年貢米の取り立てを行う際、

通常より大きい枡（太枡）を使っ

たことによるお話です。 

甲州弁が日本政府によって使用禁止に
陥り、疑問を持った甲斐の人々が抵抗運
動に身を投じ、土地に根ざした言葉の重要
性や文化を再認識させる、甲州弁にこだ
わった活劇「甲斐レジスタンス」の公演が
行われました。山梨の良さを、音楽、語り、
芝居、さらに山梨の名産など実際に現物を
出した公演に、大勢の聴衆から笑いが聞こ
えていました。 

 

 

 

 



 

  

民話紙芝居／学びの広場ふえふき 

子どもたちが書いた紙芝居を発表し、かわいい

絵に子どもたちも話を夢中で聞いていました。 

お囃子と踊り／東原和歌囃子保存会 

フードコートがある前庭広場で、お囃子にあ

わせてひょっとこが踊り大盛況でした。 

子ども茶会／石和町文化協会茶道部 

日ごろの練習の成果を発表し、緊張しなが

らも見事なお手前を披露しました。 

地獄のはなし／福光園寺 

福光園寺の副住職さんに地獄の話をしてもら

いました。子どもにもわかる内容になってお

り、親子で楽しんでいました。 

子育て座談会／Happy Spaceゆうゆうゆう 

市長を交えて、笛吹市で子育てをする際の良

かったところ、改善してもらいたいところの意見

交換をしました。 

花嫁衣装の展示と試着／結構相談員連絡会 

スコレーセンターの入り口のホワイエで、ドレスや

内掛けを展示し来場者をお出迎えしました。 



声の健康づくりに関するワークショップ／ 

朗読サークルあかり 

朗読劇にトライしたいと、「黒猫のミーコ」というお話を

参加者の方々と朗読をしました。黒猫のミーコにちな

み、猫耳のコスプレをしていました。 

 

ふえふき絆マーケット／ 

市民活動支援サークル らふらふ 

スコレーセンター入口で５ブースのフリーマケッ

トが出店されました。 

フードコート 

8団体の市民活動グループがフードコートを出店

し、Ｂ級グルメや炊き込みご飯などたくさんのメニ

ューが並び、参加者においしいお昼ご飯やおや

つを提供しました。 

おもちゃドクター・かえっこバザール／KORENふえふき 

葭沢さんによるおもちゃドクターや、子ども主体で行われる

かえっこバザールが清流館で開催されました。 

かえっこバザールは、おもちゃの出品、事務のお手伝い、

イベントの参加によってかえるポイントが貯まり、そのポイン

トで出品されたおもちゃと交換できるので、大勢の子どもた

ちが参加しました。 



 

笛吹市では、合併特例債等による地域振興基金の運用益を活用し、市民ボランティア団体、ＮＰＯ

法人などの市民活動への支援を行うと共に、地域づくりに取り組む市民活動を支援するため地域振興

促進助成事業の募集を行います。 

（1）対象事業 

地域振興の促進を目的に各種団体が行う事業であって次の内容に該当するもの。 

ただし、神社、仏閣等宗教と関係する経費は除きます。 

①地域づくりに関する研修、シンポジウム等の開催 

②地域づくりに関する調査研究及び計画の策定 

③地域の福祉、介護、健康づくりに資する事業 

④地域のひとづくりに資する事業 

⑤地域内外の交流に関する事業 

⑥地域の産業活性化対策 

⑦地域の行事・イベントの開催 

⑧地域資源の発掘・保全・活用 

⑨伝統文化の伝承等に関する事業 

⑩その他、地域振興に資する事業 

 
（2）助成金額 

○１事業の助成限度額は、100万円以内であること。 

○助成事業費は、対象経費に対し次の割合で行う。 

①「対象経費が 5万円以内のもの」 ： 10分の 10 

②「対象経費が 5万円を超えるもの」 ： 5万円または 10分の 7以下 

 

 
（3）対象団体 

 市内の一定範囲を活動地域として前述（①～⑩）の事業を企画、実施する市民が代表を務める団体 

○既存団体、又は新規に組織された団体であることは問いません。 

○原則として、当該年度に、市、県国等公共の補助金等（補助金、交付金、委託料）を受けている事業、団体活動は除

きます。 

 ＊他の補助金等の活用が見込まれるもの同様です。 

○宗教活動、政治活動を主たる目的とする団体、活動は除きます。 

○団体の定款が定められていることとします。 

○主催団体は、5人以上で構成されていることとします。 

○公益性がある団体であること。  

 

《応募受付期間》 

平成２６年２月３日～ 

平成２６年１０月３１日 

詳しい内容はコチラまで！ 

笛吹市役所市民環境部 

市民活動支援課市民活動支援担当（南館 3階） 

電話 ０５５－２６２－４１３８（直通）、 

    ０５５－２６２－４１１１（代） 内線 373 

＊笛吹市ホームページ、よっちゃばるネットにも掲載しています。 

※地域振興促進助成事業を活用し、開催した

笛吹音楽祭の風景 


